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の
生
産
を
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
二
十
七
年
に
家
業
の
林
業
経
営

を
継
が
れ
て
以
降
、
拡
大
造
林
に
努
め

ら
れ
、
現
在
で
は
、
四
九
㌶
の
森
林
経

営
面
積
の
う
ち
、
九
六
㌫
に
当
た
る
四

七
㌶
が
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
人
工
林
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
自
然
と
調
和
す
る
林
業
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
自
分
の
山
の
条
件
に
応
じ
た
山

づ
く
り
を
目
指
さ
れ
た
結
果
、
非
皆
伐

の
長
伐
期
大
径
材
生
産
を
経
営
方
針
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
素
材
生
産
は
皆

伐
を
し
な
い
で
間
伐
・
択
伐
を
繰
り
返

す
方
法
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

は
、
昭
和
四
十
年
代
の
終
り
か
ら
六
十

年
頃
ま
で
に
開
設
さ
れ
た
㌶
当
た
り
一

五
〇
〜
二
〇
〇
㍍
も
の
高
密
路
網
と
そ

の
後
導
入
さ
れ
た
ク
レ
ー
ン
付
き
林
内

作
業
車
が
威
力
を
発
揮
し
て
お
り
、
年

間
の
労
働
力
の
ほ
と
ん
ど
を
自
家
労
務

だ
け
で
省
力
的
に
ま
か
な
う
こ
と
が
で

き
、
抜
き
伐
り
に
よ
り
毎
年
の
収
入
を

確
保
し
な
が
ら
き
め
細
か
い
適
正
な
森

林
の
管
理
を
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
宗
安
さ
ん
は
山
の
魅
力
を
「
森
や
木

に
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
よ
う
に
、
人

を
勇
気
づ
け
、
癒
す
不
思
議
な
チ
カ
ラ

が
あ
る
。
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　（
社
）国
土
緑
化
推
進
機
構
で
は
、
森

を
守
り
、
育
て
、
そ
の
恵
み
を
持
続
的

に
循
環
さ
せ
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を

広
く
国
民
に
訴
え
て
い
こ
う
と
、
本
年

度
か
ら
新
た
な
国
土
緑
化
運
動
と
し
て

「
も
り
の
く
に
・
に
っ
ぽ
ん
運
動
」
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
そ
の
一
環
と

し
て
こ
の
た
び
「
森
の
名
手
・
名
人
一

〇
〇
人
」
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
国
か
ら
選
ば
れ
た
一
〇
〇
人
は
、

森
や
山
に
関
わ
る
生
業
や
地
域
生
活
に

染
み
込
ん
だ
営
為
を
す
ぐ
れ
た
技
を

も
っ
て
極
め
、
他
の
技
術
・
技
能
者
や

生
活
者
の
模
範
と
な
っ
て
い
る
達
人
で

す
が
、
本
県
か
ら
も
二
人
が
選
ば
れ
ま

し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

◎
森
づ
く
り
部
門
（
造
林
手
）

宗
安
和
彦
さ
ん

鏡
野
町
百
谷

七
〇
歳

林
業

　
宗
安
さ
ん
は
、
五
十
数
年
に
わ
た

り
、
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
森
林
づ
く
り
に

情
熱
を
注
ぎ
、
間
伐
や
枝
打
ち
を
徹
底

し
て
実
行
す
る
こ
と
で
良
質
な
美
作
材

◎
森
の
恵
み
部
門
（
マ
ツ
タ
ケ
）

三
上
幸
夫
さ
ん

哲
多
町
荻
尾

七
〇
歳

農
林
業

　
三
上
さ
ん
は
、
「
採
る
マ
ツ
タ
ケ
か

ら
作
る
マ
ツ
タ
ケ
へ
」
を
信
念
に
、
所

有
す
る
ア
カ
マ
ツ
林
の
腐
植
層
の
掻
き

取
り
や
独
自
の
人
工
散
水
、
伐
り
透
か

し
に
よ
る
照
度
調
節
を
行
い
な
が
ら
マ

ツ
タ
ケ
生
産
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま

す
。

　
燃
料
革
命
以
降
、
人
が
山
に
柴
か
き

に
入
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
が
マ
ツ
タ
ケ

発
生
量
の
減
少
原
因
で
あ
る
と
考
え
、

昭
和
四
十
五
年
か
ら
他
に
先
駆
け
て
ア

カ
マ
ツ
林
の
環
境
整
備
の
取
り
組
み
を

始
め
ら
れ
、
昭
和
五
十
七
年
か
ら
は
独

自
に
施
業
調
査
区
を
設
け
た
上
で
、
施

業
の
有
無
や
多
寡
と
マ
ツ
タ
ケ
発
生
量

の
相
関
関
係
に
つ
い
て
、
毎
年
調
査
し

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
腐
植
層
を

掻
き
取
る
特
製
の
熊
手
を
自
作
し
た

り
、
マ
ツ
材
を
利
用
し
た
香
り
の
良
い

出
荷
用
木
箱
を
提
案
し
た
り
、
マ
ツ
タ

ケ
の
も
と
と
な
る
原
基
形
成
の
時
期
を

地
域
の
自
然
現
象
か
ら
確
認
す
る
方
法

を
見
つ
け
た
り
、
異
常
干
ば
つ
対
策
に

飲
料
水
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
加
工
し
て

森
の
名
手
・
名
人
紹
介�

特
製
の
か
ん
水
装
置
を
自
作
し
た
り
と

ユ
ニ
ー
ク
な
発
想
と
旺
盛
な
研
究
心
は

尽
き
ま
せ
ん
。

　
マ
ツ
タ
ケ
の
発
生
に
つ
い
て
は
、
生

産
者
同
士
で
も
詳
し
い
内
容
が
伝
わ
り

に
く
い
中
で
、
自
ら
の
経
験
か
ら
確
信

し
た
技
術
に
つ
い
て
は
、
誰
で
も
取
り

組
め
る
よ
う
惜
し
み
な
く
情
報
を
公
開

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
三
上
さ
ん
は
マ
ツ
タ
ケ
へ
の
想
い
を

「
彼
岸
花
が
一
本
立
ち
す
る
頃
が
原
基

形
成
期
の
目
安
。
実
証
技
術
の
公
開
が

私
の
信
条
だ
。
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
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地
域
で
活
躍
す
る
人
た
ち

地
域
で
活
躍
す
る
人
た
ち�
地
域
で
活
躍
す
る
人
た
ち�

井
原
市
門
田
町

欅
の
杜
塾

塾
長
　
藤
井
直
彦

森
づ
く
り
を
目
標
に
、
平
成
十
一
年
一
月

に
「
欅
の
杜
塾
」
を
設
立
し
ま
し
た
。
活

動
の
舞
台
は
、
井
原
市
南
部
の
丘
陵
地
、

通
称
大
谷
山
と
い
う
里
山
で
す
。
江
戸
末

期
の
開
墾
地
で
昭
和
四
〇
年
頃
ま
で
は
松

山
と
段
々
畑
の
広
が
る
、
こ
の
地
方
独
特

の
美
し
い
里
山
で
し
た
。

　
そ
の
後
世
情
を
反
映
し
て
、
だ
ん
だ
ん

と
放
置
さ
れ
、
現
在
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

原
野
と
化
し
て
し
ま
す
。

　
当
時
の
輝
き
を
取
り
も
ど
す
た
め
、
私

達
は
こ
の
地
を
市
民
の
楽
し
め
る
森
に
再

生
し
、
都
市
近
郊
と
い
う
立
地
か
ら
、
交

流
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
地
域
の
活
性
化
を
促

す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
特
色
と
魅
力
に
あ
ふ
れ
た
里
山
づ
く
り

の
た
め
、
ま
ず
荒
れ
地
を
整
備
し
、
欅
の

純
林
を
大
規
模
に
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

　
植
樹
を
始
め
て
本
年
は
五
年
目
と
な
り

ま
す
が
、
徐
々
に
夢
が
現
実
の
も
の
と
な

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
小
さ
な
努
力
の
積
み
上
げ
が
、
い
つ
の

間
に
か
社
会
的
評
価
も
得
て
、
隣
接
す
る

市
有
林
も
行
政
の
手
で
整
備
さ
れ
、
今
や

官
民
共
同
事
業
の
様
相
を
呈
す
ほ
ど
に
な

り
ま
し
た
。
す
で
に
一
万
本
を
超
す
欅

が
、
約
九
㌶
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
三
Ｋ
と
い
わ
れ
る
共
同
作
業
に
も
、
毎

週
の
よ
う
に
参
加
す
る
仲
間
や
　
、
二
五

〇
名
以
上
の
会
員
の
支
持
に
よ
っ
て
、

「
欅
の
杜
塾
」
は
時
代
の
追
い
風
の
確
か

な
手
応
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
私
達
が
大
切
に
す
る
こ
と
は
、
理
念
や

目
的
を
共
有
す
る
こ
と
、
理
念
に
裏
打
ち

さ
れ
た
逞
し
い
行
動
実
践
力
、
社
会
人
と

し
て
の
使
命
感
で
す
。
そ
し
て
、
目
指
す

活
動
は
、
美
し
い
自
然
の
創
造
、
文
化
の

発
信
、
教
育
フ
ィ
ー
ル
ド
の
提
供
、
福
祉

活
動
の
実
践
、
そ
し
て
直
接
・
間
接
的
に

「
善
意
で
つ
く
る
豊
か
な
自
然
、

市
民
の
森
に
善
意
を
築
く
。
」

　
こ
の
理
念
の
下
、
欅
純
林
を
核
と
し
た

森
づ
く
り
を
通
し
、
市
民
の
憩
え
る
里
山

づ
く
り
に
熱
意
を
持
っ
て
取
り
組
ま
れ
て

い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
欅
の
杜
塾
」

に
つ
い
て
、
塾
長
の
藤
井
さ
ん
直
々
に
ご

紹
介
い
た
だ
き
ま
す（
以
下
、本
人
執
筆
）。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
市
民
の
憩
え
る

生
業
の
創
生
で
す
。
住
民
か
ら
市
民
へ
、

欅
の
杜
塾
は
全
方
位
型
で
進
化
し
て
い
ま

す
。

（
追
記
）

　
欅
の
杜
塾
で
は
、
多
方
面
に
亘
る
活
動

の
中
、
お
か
や
ま
共
生
の
森
・
井
原
で
の

森
林
・
林
業
活
動
に
毎
回
参
加
さ
れ
る
な

ど
、
地
域
ぐ
る
み
の
森
づ
く
り
へ
向
け
指

導
区
で
取
り
組
む
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
も

全
面
的
に
御
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
三
月
十
六
日
（
日
）
に
は
、
井

原
市
門
田
町
「
欅
の
杜
」
に
お
い
て
欅
苗

木
一
二
〇
〇
本
の
大
植
樹
祭
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
併
せ
て
杜
の
縁
日
も
開
か

れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
欅

の
純
林
を
訪
ね
て
み
て
く
だ
さ
い
。
百
聞

は
一
見
に
如
か
ず
。

AG

（
井
笠
普
及
指
導
区
　
藤
井
恒
一
郎
）

植樹祭の様子（Ｈ14.３.11）

杜の縁日（毎月第３日曜日開催）

欅 の 植 樹 地



平成15年３月１日 り　ん　せ　い 第　368　号

－4－

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

－ 4 －

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

　
普

及

情

報

し
よ
う
と
し
ま
す
。
山
自
体
が
一
つ
の

大
き
な
硬
い
岩
の
塊
で
あ
れ
ば
、
表
面

に
緑
が
な
く
と
も
崩
れ
落
ち
る
こ
と
は

な
い
で
し
ょ
う
が
、
粒
が
小
さ
い
砂
や

マ
サ
土
（
風
化
花
崗
岩
）
が
、
風
雨
の

影
響
で
簡
単
に
流
さ
れ
る
こ
と
が
よ
く

解
り
ま
す
。
こ
の
写
真
で
は
、
渓
谷
の

よ
う
な
溝
掘
れ
が
幾
筋
も
見
え
ま
す
。

　
こ
の
土
砂
の
流
出
や
崩
壊
を
防
ぐ
に

は
、
早
期
に
森
林
を
造
成
す
る
の
が
最

も
合
理
的
で
す
が
、
こ
の
状
態
の
ま
ま

草
や
木
の
種
を
ま
い
て
も
苗
木
を
植
え

て
も
、
そ
れ
ら
が
根
付
く
前
に
生
育
基

盤
で
あ
る
山
肌
が
崩
れ
て
し
ま
う
た
め

に
緑
は
戻
っ
て
き
ま
せ
ん
。

　
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
広
範
囲
に
わ

た
っ
て
実
施
さ
れ
た
治
山
事
業
に
よ
る

は
げ
山
の
復
旧
で
は
、
植
裁
し
た
苗
木

中
に
浸
透
さ
せ
る
か
ら
で
、
水
源
か
ん

養
機
能
に
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
落
葉
層
や
下
草
が
な
け
れ
ば
、
降
雨

の
際
に
雨
粒
が
じ
か
に
土
を
た
た
く
の

で
、
つ
ぶ
れ
た
土
で
表
面
が
目
詰
ま
り

を
起
こ
し
、
浸
透
で
き
な
か
っ
た
水
は

地
表
面
を
流
れ
、
こ
れ
が
山
肌
を
削
っ

て
渓
谷
の
よ
う
に
す
る
の
で
す
。

　
こ
れ
は
県
南
に
限
っ
た
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
一
度
失
わ
れ
た
緑
は
回
復

が
難
し
い
の
で
す
。
山
火
事
に
は
く
れ

ぐ
れ
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

写
真
は
、
岡
山
県
治
山
事
業
の
あ
ゆ
み
（
保

安
林
制
度
一
〇
〇
周
年
記
念
）
か
ら
抜
粋
引

用
し
ま
し
た
。

　（
林
業
専
門
技
術
員
　
田
中
敏
樹
）

や
蒔
い
た
種
が
早
く
確
実
に
山
肌
を
覆

う
よ
う
に
崖
を
切
り
な
ら
し
、
等
高
線

状
に
階
段
を
切
り
付
け
、
流
れ
落
ち
る

雨
水
を
集
め
、
安
全
に
流
下
さ
せ
る
水

路
を
設
置
し
た
上
で
緑
化
を
施
し
ま
し

た
。
施
工
直
後
に
斜
面
が
再
び
洗
い
流

さ
れ
な
い
よ
う
に
ム
シ
ロ
を
一
面
に
敷

く
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
森
林
は
、
樹
木
の
一
本
一
本
が
自
ら

の
体
を
守
る
た
め
に
地
中
の
縦
横
に

張
っ
た
根
で
表
層
土
を
斜
面
に
つ
な
ぎ

止
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
落
葉
層
や
下

草
が
あ
る
森
林
は
、
雨
水
の
ほ
と
ん
ど

を
地
中
に
浸
透
さ
せ
、
地
表
流
を
防
ぐ

こ
と
で
表
面
の
侵
食
を
防
止
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
落
葉
層
や
下
草
が
、
ス

ポ
ン
ジ
の
よ
う
に
隙
間
の
多
い
土
壌
の

目
詰
ま
り
を
防
ぐ
こ
と
で
、
雨
水
を
地

【
県
南
の
緑
】

　
本
県
は
、
降
水
量
一
㍉
未
満
の
日
数

が
全
国
第
一
位
、
快
晴
日
数
の
多
さ
と

日
照
時
間
の
長
さ
も
全
国
上
位
で
あ
る

な
ど
、
温
暖
な
気
候
に
恵
ま
れ
、
自
然

災
害
の
比
較
的
少
な
い
「
晴
れ
の
国
」

と
称
し
て
い
ま
す
が
、
全
国
屈
指
の
寡

雨
地
帯
で
あ
る
県
南
の
地
質
は
、
地
中

深
く
風
化
さ
れ
た
花
崗
岩
や
流
紋
岩
で

あ
り
、
ひ
と
た
び
緑
が
失
わ
れ
る
と
は

げ
山
に
移
行
し
や
す
い
地
域
で
す
。

　
左
の
写
真
は
、
昭
和
三
十
年
頃
の
玉

野
市
の
山
の
様
子
で
す
。

　
物
体
は
、
重
力
の
影
響
を
受
け
て
高

い
と
こ
ろ
か
ら
低
い
と
こ
ろ
へ
と
移
動玉野市和田二ノ井手

治山事業施工

施工５年後
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シ
リ
ー
ズ
地
域
の
木
材
利
用
施
設�
EEEEEE

EE
EE
EE
EE
EE
EE
EE
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EE
EE
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EE
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工
事
は
、
安
全
性
や
耐
久
性
へ
の
懸
念

か
ら
仮
設
材
や
補
助
材
で
の
利
用
に
止

ま
っ
て
お
り
、
構
造
物
本
体
へ
の
活
用

は
、
近
年
で
は
本
施
設
が
県
内
初
の
試

み
で
す
。

　
木
製
ダ
ム
を
設
置
す
る
場
合
は
、
大

規
模
な
土
石
流
の
発
生
す
る
可
能
性
が

少
な
く
、
冷
涼
な
気
候
で
常
に
流
水
が

あ
り
、
樹
木
等
で
覆
わ
れ
た
日
射
の
少

な
い
箇
所
が
適
地
と
さ
れ
て
お
り
、
保

全
対
象
や
地
況
・
気
象
条
件
等
に
よ

り
、
施
工
地
が
制
限
さ
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
一
定
の
条
件
下
で
は
木
製

ダ
ム
も
部
材
が
腐
朽
す
る
ま
で
に
植
生

の
導
入
等
に
よ
り
、
渓
床
の
安
定
が
期

待
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
木
材
と
石
を
使

用
す
る
こ
と
で
　
排
出
量
の
抑
制
な
ど

自
然
環
境
へ
の
負
荷
も
少
な
く
、
野
生

生
物
の
生
息
場
所
に
も
な
り
ま
す
。
ま

た
、
周
辺
自
然
と
の
調
和
に
よ
る
景
観

の
創
出
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
は
味
わ
え

な
い
も
の
で
す
。

　
本
施
設
は
、
長
さ
一
八
㍍
、
水
通
し

部
ま
で
の
高
さ
が
二．
七
㍍
の
床
固
工

で
、
そ
の
構
造
は
、
長
さ
二
㍍
、
径
一

七
㌢
（
太
鼓
挽
き
）
の
丸
太
を
ボ
ル
ト

で
連
結
し
井
桁
状
に
組
み
上
げ
、
中
詰

材
と
し
て
割
栗
石
を
充
填
し
ま
し
た
。

部
材
は
、
耐
久
性
と
地
域
材
の
活
用
を

考
慮
し
て
ヒ
ノ
キ
間
伐
材
と
し
、
総
使

用
本
数
は
四
八
五
本
、
材
積
約
三
八
立

方
㍍
で
す
。
ち
な
み
に
、
こ
れ
は
三
〇

年
生
前
後
の
標
準
的
な
間
伐
対
象
林

（
間
伐
材
積
四
〇
立
方
㍍
／
㌶
、
利
用

率
六
〇
㌫
）
の
約
一．
六
㌶
分
に
相
当

し
ま
す
。

　
な
お
、
渓
流
の
上
流
で
あ
る
た
め
、

水
質
汚
染
や
野
生
生
物
に
配
慮
し
、
薬

剤
等
に
よ
る
防
腐
処
理
は
行
っ
て
い
ま

せ
ん
。

　
腐
朽
状
況
や
強
度
等
の
調
査
に
つ
い

て
は
、
木
材
加
工
技
術
セ
ン
タ
ー
と
協

力
し
て
、
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
こ
の
調
査
で
得
ら
れ
た

デ
ー
タ
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
従
来
の
固

定
観
念
を
捨
て
、
木
材
利
用
の
推
進
に

取
り
組
み
、
森
林
の
公
益
的
機
能
の
増

進
と
木
材
の
需
要
拡
大
に
繋
げ
た
い
と

思
い
ま
す
。

《
問
い
合
わ
せ
先
》

　
阿
新
地
方
振
興
局
森
林
課

　
℡
〇
八
六
七
（
七
二
）
一
一
七
七

AG

（
阿
新
普
及
指
導
区
　
小
川
　
裕
）

阿
新
材
を
使
用
し
た

「
木
製
治
山
ダ
ム
」
が
完
成

　
阿
新
地
方
振
興
局
管
内
は
、
県
内
九

つ
の
振
興
局
の
中
で
林
野
率
が
最
も
高

く
、
住
民
生
活
と
森
林
・
林
業
の
結
び

付
き
が
高
い
地
域
で
す
。

　
今
回
、
阿
新
局
森
林
課
で
は
新
見
市

上
市
地
内
に
、
渓
流
の
荒
廃
防
止
や
土

砂
の
流
出
抑
止
を
図
る
と
と
も
に
、
間

伐
材
の
公
共
工
事
等
へ
の
利
用
促
進
に

資
す
る
た
め
の
モ
デ
ル
的
な
施
設
と
し

て
、
木
製
治
山
ダ
ム
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
本
県
で
は
、
昭
和
二
十
年
代
頃
ま
で

丸
太
組
み
の
治
山
ダ
ム
が
見
ら
れ
ま
し

た
が
、
そ
の
後
は
強
度
の
均
一
性
や
耐

久
性
で
優
れ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
が

主
流
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
般
的
に
、
木
材
を
利
用
し
た
公
共

施工中の木製治山ダム

木製治山ダム全景

CO２
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普
及
指
導
最
前
線

「
美
作
材
の
需
要
拡
大
に
向
け
て
」

苫
津
・
久
米
普
及
指
導
区

一
　
優
良
ヒ
ノ
キ
モ
デ
ル
林
の
選
定

　
美
作
ヒ
ノ
キ
の
Ｐ
Ｒ
を
図
る
た
め
、

美
作
地
方
の
森
林
組
合
、
木
材
業
者
な

ど
で
つ
く
る
「
美
作
材
振
興
協
議
会
」

は
、
本
年
度
、
奥
津
町
箱
の
ヒ
ノ
キ
林

（
坂
手
惇
氏
所
有
）
な
ど
手
入
れ
の
行

き
届
い
た
県
内
の
三
箇
所
を
モ
デ
ル
林

に
選
定
し
、
Ｐ
Ｒ
用
看
板
を
設
置
し
ま

し
た
。

　
奥
津
町
の
モ
デ
ル
林
は
、
県
道
に
隣

接
し
た
よ
く
見
え
る
場
所
に
あ
り
、
大

き
な
Ｐ
Ｒ
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ホ
ン
シ
メ
ジ
人
工
栽
培
講
習
会
の

開
催

東
備
普
及
指
導
区

　
昨
年
度
か
ら
当
指
導
区
と
管
内
の
吉

井
町
が
取
り
組
ん
で
い
る
ホ
ン
シ
メ
ジ

の
人
工
栽
培
に
お
け
る
技
術
普
及
を
目

的
に
昨
年
十
二
月
十
日
、
吉
井
町
暮
田

地
区
に
お
い
て
講
習
会
を
開
催
し
、
町

の
内
外
か
ら
四
三
名
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。

　
当
指
導
区
が
取
り
組
ん
で
い
る
ホ
ン

シ
メ
ジ
の
人
工
栽
培
技
術
は
、
奈
良
県

林
業
技
術
セ
ン
タ
ー
が
研
究
成
果
と
し

て
発
表
し
て
い
る
技
術
を
参
考
に
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
講
師
に
同
セ
ン
タ
ー
の
河

合
昌
孝
主
任
研
究
員
を
招
き
、
室
内
で

ホ
ン
シ
メ
ジ
人
工
栽
培
技
術
の
全
体
の

奥津町のモデル林

二
　
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
の
完
成

　
美
作
材
の
需
要
拡
大
を
図
る
た
め
、

津
山
地
域
の
関
連
業
界
で
組
織
す
る

「
岡
山
み
ま
さ
か
の
木
で
家
を
造
る

会
」
は
、
こ
の
た
び
、
美
作
材
を
ふ
ん

だ
ん
に
使
用
し
た
第
一
号
の
モ
デ
ル
ハ

ウ
ス
を
中
央
町
錦
織
に
完
成
さ
せ
ま
し

た
。

　
同
ハ
ウ
ス
は
、
三
月
末
日
ま
で
の

土
・
日
曜
日
に
一
般
公
開
さ
れ
て
お

り
、
多
く
の
人
が
見
学
に
訪
れ
、
木
の

香
り
が
漂
う
健
康
で
快
適
な
住
宅
を
満

喫
し
て
い
ま
す
。

AG

（
苫
津
普
及
指
導
区
　
岡
本
安
順
） 中央町のモデルハウス

室内講習に熱心に聞き入る参加者

ホンシメジ種菌の人工接種

流
れ
を
、
屋
外
で
は
ア
カ
マ
ツ
の
取
り

木
作
業
と
取
り
木
苗
に
購
入
し
た
ホ
ン

シ
メ
ジ
種
菌
を
用
い
た
人
工
接
種
の
実

地
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
前
日
に
は
ホ
ン
シ
メ
ジ
の
人

工
接
種
森
林
の
整
備
と
あ
わ
せ
、
マ
ツ

タ
ケ
発
生
環
境
整
備
講
習
会
を
実
施
し

ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
講
師
を
取
り
巻
き
、
質

問
を
重
ね
る
な
ど
熱
心
に
聞
き
入
っ
て

お
り
ま
し
た
。

　
当
指
導
区
で
は
、
ホ
ン
シ
メ
ジ
が
地

域
の
特
産
品
と
し
て
、
さ
ら
に
里
山
利

用
の
推
進
を
図
る
も
の
と
し
て
普
及
事

業
の
柱
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
か
ら
三
年
計
画
で
課

題
実
証
事
業
で
取
り
組
み
、
普
及
資
料

を
整
備
す
る
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

AG

（
東
備
普
及
指
導
区
　
野
澤
正
人
）
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朝
鮮
半
島
の
人
々
だ
け
で
、
他
の
地
域

で
は
皆
無
で
す
。
ご
存
じ
の
通
り
稲
作

と
松
山
の
発
展
は
、
肥
料
や
燃
料
の
調

達
と
の
関
わ
り
が
も
た
ら
し
た
、
人
間

と
自
然
の
共
存
の
象
徴
で
す
。

　
元
々
松
茸
は
有
機
物
の
少
な
い
土
壌

を
好
み
、
落
ち
葉
や
枯
れ
枝
の
多
い
環

境
で
は
、
あ
ま
り
繁
殖
で
き
ま
せ
ん
。

松
は
、
乾
燥
気
味
の
痩
せ
た
土
地
の
先

駆
者
と
し
て
林
を
形
成
し
ま
す
。
そ
の

栄
養
を
頂
戴
す
る
松
茸
は
、
有
機
物
を

分
解
し
て
繁
殖
す
る
腐
生
性
き
の
こ
や

バ
ク
テ
リ
ア
に
弱
く
、
落
ち
葉
の
多
い

場
所
で
は
駆
逐
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

人
間
が
山
に
入
り
、
そ
の
落
ち
葉
や
枯

れ
枝
を
採
取
し
、
利
用
す
る
こ
と
で
松

茸
は
そ
の
生
育
域
を
拡
げ
て
き
た
の
で

す
。
有
機
物
が
堆
積
し
て
く
る
と
土
壌

の
腐
植
化
が
進
み
、
フ
ウ
セ
ン
タ
ケ
科

の
き
の
こ
が
多
く
な
り
、
樹
木
も
他
の

広
葉
樹
に
遷
移
し
ま
す
。
県
下
に
ご
く

普
通
に
存
在
す
る
松
林
は
、
私
達
が
考

え
る
よ
り
ず
っ
と
昔
か
ら
人
間
と
の
関

わ
り
を
保
ち
な
が
ら
、
里
山
と
し
て
定

着
し
て
き
た
の
で
す
。

　
そ
の
昔
里
山
は
、
草
木
は
も
と
よ
り

松
茸
の
採
取
も
厳
し
く
制
限
さ
れ
る
場

所
で
し
た
。
松
茸
が
献
上
品
と
し
て
用

い
ら
れ
た
り
、
時
に
は
税
と
し
て
課
せ

ら
れ
た
た
め
、
次
第
に
換
金
さ
れ
、
村

の
収
入
に
充
て
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
一

方
で
泥
棒
が
横
行
し
、
そ
の
た
め
に
今

日
ま
で
続
く
入
山
制
限
や
入
札
制
度
が

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
松

茸
の
発
生
に
適
し
た
環
境
が
ず
っ
と
保

た
れ
て
き
ま
し
た
。

　
今
、
周
辺
の
松
林
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
？
落
ち
葉
は
堆
積
し
、
林
内
は
光
も

差
し
込
み
ま
せ
ん
。
松
は
す
で
に
壮
齢

期
を
迎
え
、
松
茸
は
非
常
に
発
生
し
に

く
い
環
境
で
す
。
あ
ま
り
に
も
落
ち
葉

の
堆
積
が
進
ん
だ
場
所
で
は
、
シ
ョ
ウ

ゲ
ン
ジ
は
お
ろ
か
、
き
の
こ
は
全
く
発

生
し
な
く
な
り
、
鬱
蒼
と
灌
木
の
繁
る

山
に
な
り
ま
す
。
一
旦
こ
の
状
態
に
な

る
と
、
松
茸
の
生
え
る
山
に
戻
す
に
は

非
常
に
手
間
が
掛
か
り
ま
す
。

　
よ
く
「
環
境
整
備
は
効
果
が
な

い
。
」
と
い
う
声
を
聞
き
ま
す
。
し
か

し
、
少
な
く
と
も
周
辺
の
胞
子
が
落
ち

て
シ
ロ
が
形
成
さ
れ
る
ま
で
の
五
年
以

上
は
、
整
備
を
継
続
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
松
茸
と
弥
生
時
代
か
ら
ず
っ
と
続
く

里
山
の
風
景
を
取
り
戻
す
に
は
な
お
多

く
の
人
手
が
必
要
で
す
。

　
参
考
文
献

　
　
も
の
と
人
間
の
文
化
史
松
茸（
ま
つ
た
け
）

　
　
　
　
　
有
岡
利
幸
著
　
法
政
大
学
出
版
局

　
　
林
業
試
験
場

　
　
林
業
試
験
場�

松
茸
と
里
山

松
茸
と
里
山�

藤
　
原
　
直
　
哉

藤
　
原
　
直
　
哉�

松
茸
と
里
山�

　
　
林
業
試
験
場�藤

　
原
　
直
　
哉�

　
昨
年
は
き
の
こ
シ
ー
ズ
ン
の
気
候
が

不
順
で
、
全
国
の
松
茸
生
産
地
は
大
き

な
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。
特
に
主
要
な

生
産
地
で
あ
る
近
畿
・
中
国
地
方
は
、

渇
水
と
高
温
に
よ
り
大
凶
作
と
な
り
ま

し
た
。
市
場
で
国
産
松
茸
に
は
異
常
な

高
値
が
付
き
、
キ
ロ
当
た
り
一
〇
万
円

を
超
え
る
日
が
続
き
ま
し
た
。
数
多
い

食
用
き
の
こ
の
な
か
で
、
我
々
は
ど
う

し
て
松
茸
に
こ
れ
ほ
ど
執
着
す
る
の
で

し
ょ
う
。

　
中
世
か
ら
、
公
家
が
松
茸
刈
り
を
秋

の
行
事
と
し
て
楽
し
ん
だ
こ
と
は
よ
く

知
ら
れ
て
お
り
、
多
く
の
書
物
に
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
農
民
も
秋
祭
り
に
は
御

神
酒
と
と
も
に
神
様
へ
の
供
物
に
し
、

最
上
級
の
き
の
こ
と
し
て
扱
っ
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
岡
山
市
の
操
山
近
辺
の

百
間
川
兼
基
遺
跡
か
ら
松
茸
の
姿
を
し

た
土
人
形
が
出
土
し
て
お
り
（
岡
山
県

古
代
吉
備
文
化
財
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）
、

弥
生
時
代
か
ら
こ
の
周
辺
に
松
山
が
拡

が
っ
て
い
た
こ
と
を
伺
わ
せ
ま
す
。
松

茸
を
食
べ
る
由
来
は
不
明
で
す
が
、
世

界
中
で
食
習
慣
を
持
つ
民
族
は
日
本
と

腐植の除去は重労働
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森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン�

　
　
　
　
　
施
設
の
紹
介�

向
け
て
標
高
差
二
五
〇
㍍
を
一
気
に
登

る
一
二
三
四
段
の
階
段
は
健
脚
コ
ー
ス

と
し
て
多
く
の
人
に
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
先
日
、
一
二
三
四
階
段
の
修
繕
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
っ
た
と
こ
ろ
、
日
頃
か

ら
福
山
を
利
用
し
て
い
る
常
連
の
人
を

中
心
に
延
べ
八
〇
名
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
利
用
状
況
を
ふ
ま
え

て
、
福
山
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
手
で
維

持
・
管
理
が
出
来
な
い
か
と
の
考
え
か

ら
、
本
年
度
新
規
事
業
で
あ
る
「
里
山

ふ
れ
あ
い
創
造
事
業
」
に
取
り
組
む
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
募
集
し
た

「
清
音
里
山
ふ
れ
あ
い
実
行
委
員
会
」

で
活
動
方
針
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、

AG　
も
参
画
し
、
里
山
育
て
の
親
「
き
よ

ふ
く
や
ま

「
き
よ
ね
の
里
山
　
福
山
」

　
都
窪
郡
清
音
村
と
山
手
村
に
ま
た
が

る
福
山
は
、
標
高
三
〇
〇
㍍
で
倉
敷
か

ら
八
㌔
㍍
、
岡
山
か
ら
二
二
㌔
㍍
と
典

型
的
な
都
市
近
郊
の
里
山
林
で
す
。

　
こ
の
福
山
周
辺
に
は
南
北
朝
時
代
の

こ
う
ざ
ん

古
戦
場
で
有
名
な
福
山
城
址
や
幸
山
城

み
よ
り
せ
ん
づ
か

址
、
ま
た
、
三
因
千
塚
古
墳
と
呼
ば
れ

る
無
数
の
古
墳
群
な
ど
文
化
財
に
も
恵

ま
れ
た
地
域
で
す
。

　
福
山
は
、
古
く
か
ら
地
域
住
民
に
も

親
し
ま
れ
た
山
で
、
毎
年
、
元
旦
に
は

初
日
の
出
を
見
る
た
め
両
村
住
民
が
福

山
に
登
山
し
て
い
ま
す
。

　
清
音
村
で
は
、
福
山
の
利
用
促
進
を

図
る
た
め
平
成
十
二
〜
十
三
年
度
「
森

林
空
間
総
合
整
備
事
業
」
を
実
施
し
ま

し
た
。
事
業
は
施
設
整
備
を
中
心
に
実

施
さ
れ
、
森
林
整
備
、
既
設
歩
道
の
整

備
、
歩
道
の
新
設
、
林
内
作
業
場
の
設

置
等
施
設
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　
福
山
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
は
、
都

市
近
郊
で
の
緑
の
提
供
と
林
内
を
縦
横

に
走
る
遊
歩
道
（
総
延
長
６
㌔
㍍
）
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
中
で
も
福
山
山
頂
へ

林 内 作 業 場

炭焼き講習会

ね
里
山
利
用
グ
ル
ー
プ
」
の
活
動
促
進

を
図
る
た
め
の
森
林
・
林
業
講
座
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

AG

　
昨
日
、
講
座
の
一
環
と
し
て
、
　
と

里
山
実
行
委
員
会
と
の
共
催
で
、
松
く

い
虫
被
害
材
の
有
効
利
用
を
目
的
と
し

た
炭
焼
き
講
習
会
が
開
催
さ
れ
、
厳
寒

の
中
、
熱
心
な
研
修
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
今
後
も
、
福
山
は
「
水
と
緑
と
健
康

の
村
・
清
音
村
」
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
、
ま
た
、
都
市
住
民
の
身
近
な
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
大
い
に
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
清
音
村
役
場
産
業
課

　
　
〇
八
六
六
（
九
四
）
〇
一
一
一

AG

（
倉
敷
普
及
指
導
区
　
積
　
康
範
）
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▼
▼
▼
お
知
ら
せ
▲
▲
▲

全
国
レ
ベ
ル
の
コ
ン
ク
ー
ル

で
県
下
の
林
研
グ
ル
ー
プ
が

相
次
い
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た

　
平
成
十
四
年
度
に
行
わ
れ
た
全
国
レ

ベ
ル
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
県
下
の
林
研

グ
ル
ー
プ
が
相
次
い
で
そ
の
活
動
を
評

価
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
表
彰
を
受
け
ま

し
た
の
で
、
そ
の
グ
ル
ー
プ
を
紹
介
し

ま
す
。
（
表
彰
日
順
、
敬
称
略
）

①
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
林
業
グ
ル
ー

プ
コ
ン
ク
ー
ル（
平
成
十
四
年
八
月
）

　
　
優
秀
賞
（
全
林
研
会
長
賞
）

　
　
　
グ
リ
ー
ン
ク
ラ
ブ
（
奈
義
町
）

②
農
山
漁
村
い
き
い
き
シ
ニ
ア
活
動
表

彰
（
平
成
十
四
年
十
月
）

　
　
優
秀
賞
（
林
野
庁
長
官
賞
）

　
　
　
東
粟
倉
村
林
業
経
営
研
究
会

（
東
粟
倉
村
）

③
女
性
グ
ル
ー
プ
の
生
活
・
生
産
活
動

に
関
す
る
表
彰（
平
成
十
五
年
三
月
）

　
　
優
秀
賞
（
経
営
局
長
賞
）

　
　
　
蒜
菜
会
林
業
研
究
部
会（

八
束
村
）

　
以
上
三
グ
ル
ー
プ
の
方
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
す
ま
す
活
発
に
活

動
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

木
材
の
需
要
拡
大
に
向
け
て

　
―
岡
山
県
木
材
需
要
拡
大
推
進
会
議

の
拡
充
強
化
―

　
県
で
は
、
県
産
材
の
需
要
拡
大
を
図

る
た
め
、
昭
和
五
九
年
か
ら
設
置
し
て

い
る
「
岡
山
県
木
材
需
要
拡
大
推
進
会

議
」
を
今
年
度
、
会
長
を
知
事
に
、
構

成
メ
ン
バ
ー
を
一
三
名
か
ら
二
五
名
に

拡
充
強
化
し
、
間
伐
材
は
も
と
よ
り
、

新
た
な
木
材
の
用
途
開
発
な
ど
総
合
的

な
協
議
機
関
と
し
て
の
機
能
を
高
め
、

県
産
材
の
一
層
の
利
用
促
進
を
図
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

　
拡
充
後
の
初
会
合
を
十
一
月
二
十
二

日
（
金
）
に
会
長
（
知
事
）
の
出
席
を

得
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
（
林
政
課
木
材
需
要
拡
大
推
進
班
）

山
火
事
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　
こ
れ
か
ら
春
先
に
か
け
て
は
、
空
気

が
乾
燥
し
、
風
の
強
い
日
も
多
く
、
山

は
非
常
に
燃
え
や
す
い
状
態
に
な
り
ま

す
。
今
ま
で
に
、
多
く
の
山
火
事
が
こ

の
時
期
に
発
生
し
、
貴
重
な
緑
が
失
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
県
で
は
、
三
月
を
「
山

火
事
予
防
運
動
月
間
」
と
し
て
、
市
町

村
や
消
防
署
と
協
力
し
、
重
点
的
に
山

火
事
予
防
を
広
く
県
民
に
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。
山
火
事
の
ほ
と
ん
ど
は
、
焚

き
火
の
不
始
末
や
、
た
ば
こ
の
投
げ
捨

て
な
ど
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
か
ら
発

生
し
て
い
ま
す
。

　
山
火
事
予
防
で
一
番
大
切
な
こ
と

は
、
県
民
一
人
ひ
と
り
が
火
の
取
扱
い

に
細
心
の
注
意
を
払
う
こ
と
で
す
。

◎
山
火
事
を
防
ぐ
六
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
枯
れ
草
な
ど
燃
え
や
す
い
も
の
が
あ

る
場
所
で
は
、
た
き
火
を
し
な
い
。

②
た
き
火
の
場
所
を
離
れ
る
と
き
は
完

全
に
消
化
す
る
。

③
風
の
強
い
と
き
や
空
気
が
乾
燥
し
て

い
る
と
き
は
、
た
き
火
や
火
入
れ
を

し
な
い
。

④
火
入
れ
を
す
る
と
き
は
、
市
町
村
長

の
許
可
を
必
ず
受
け
る
。

⑤
た
ば
こ
の
吸
い
が
ら
は
必
ず
消
し
、

投
げ
捨
て
な
い
。

⑥
子
ど
も
に
火
遊
び
を
さ
せ
な
い
。

「
温
暖
化
　
防
ぐ
森
林
　
守
ろ
う

火
か
ら
」

（
治
山
課
造
林
係
）

会長（石井知事）あいさつ

・拡充内容：会　長：農林水産部長→知事

　　　　　　委員数：13名→25名 

・構　　成：�
　①行政機関（県、市町村、独立行政法人）�

６名→15名 
　②林業・木材関係（県森連、県木連）�

２名→２名 
　③建築・住宅関係（県建築士会、建築士事�

務所協会、住宅宅地協会）　　　　　２名→３名
　④消費者（県商工会議所女性会連合会、�

消費生活モニター）　　　　　　　２名→３名
　⑤学識経験者　　　　　　　　　　　１名→２名 

岡山県木材需要拡大推進会議（県庁主催）�

　公共施設等木材利用促進部会�

構成　県庁内公共施設関係課長�

　間 伐 材 等 利 用 促 進 部 会�

構成　県庁内公共土木事業関係課長�

［参考］組織図�
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林　　産　　物　　市　　況

　製　　　  材  （２月下旬）�
杉　正　角　３c

寸法

6.0

7.5

9.0

〃�

10.5

〃

〃

〃

12.0

〃

〃�

長　　　サ　４c

6.0

9.0

〃

10.5

12.0

�

等級�

一等�

一等�

上一�

一等�

一等�

特等�

上小�

無節�

特等�

上小�

無節�

�

一等�

上一�

一等�

特等�

特等�



安値－高値
（千円）

27－33

18－20

15－16

20－23

25－45

25－50

55－60

70－80

25－45

50－60

60－70



30－35

18－20

22－25

30－35

30－35

桧　正　角　３c

寸法

6.0

7.5

9.0

〃

10.5

〃

〃

〃

12.0

〃

〃�

長　　　サ　４c

6.0

9.0

〃

10.5

12.0

�

等級�

一等�

一等�

上一�

一等�

一等�

特等�

上小�

無節�

特等�

上小�

無節�

�

一等�

上一�

一等�

特等�

特等�



安値－高値
（千円）

40－43

28－30

16－18

23－25

55－60

60－65

100－130

150－180

65－70

  90－130

150－170



43－48

23－25

30－35

60－65

60－65

桧　長　柱　６c

寸　法

10.5

12.0

〃　�

13.5

〃　�

ラ　　ス　　板�

２m
1.2×  9.0
３m
1.2×  9.0
２m
1.5×10.5
２m
0.9×24.0
２m
1.5×21.0

造　　作　　材�

杉４m
3.0×  3.0
杉４m
4.0×  4.5
杉４m
4.5×10.5
桧４m
4.5×10.5
桧４m
4.5×10.5

�

等級�

特等�

特等�

上小�

特等�

上小�

�

�

�

�

�

�

�

無節�

無節�

無節�

上小�

無節�



安値－高値
（千円）

60－65

  90－110

120－130

80－90

100－120



15－20

18－23

－

60－65

30－40



（本）0.6－１ 

（本）1.2－２ 

180－200

150－200

200－250

　木　材（２月下旬）�

　乾しいたけ（ 月 旬）�

長さ�
�

３m
�
�
�
４m
�
�
６m

径（b）�
７－12

13
14－16
18上
７－12
11－13
14－16
18上

14－16
18－20

杉（千円）
12
12
15
15
12
－
－
13
－
－

桧（千円）
13
24
28
28
14
－
29
28
48
39

松（千円）�
－
－
－
15
－
－
－
25
－
－

価格�
名柄別�
香 信 大 葉 �
  〃    中  葉�
   〃      小   葉�
バ レ 大 葉 �
   〃      中   葉�
ス ラ イ ス �
香 茹 �
上 冬 茹 �
並 〃 �
並 並 〃 �
小 玉 〃 �
格 外 品 �

価格o当り（百円）�
平　均�

�
高　値�

　

編
集
後
記

○
今
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
で
は
「
武

蔵
」
が
放
送
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
吉
川
英
治
原
作
の
「
宮
本
武
蔵
」
や
、

武
蔵
が
晩
年
記
し
た
「
五
輪
書
」
は
中

高
年
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
企
業
経
営
者
に

読
み
継
が
れ
る
大
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
で
す
。

○
原
作
「
宮
本
武
蔵
」
を
ベ
ー
ス
に
し
た

劇
画
「
バ
ガ
ボ
ン
ド
」（
放
浪
者
の
意
）

も
十
代
〜
二
十
代
の
男
女
の
間
で
ベ
ス

ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
自
ら
を
鍛
え
る
こ
と
に
信
念
を
貫
い
た

武
蔵
の
生
き
方
が
一
つ
の
宇
宙
観
と
し

て
我
々
現
代
人
の
心
の
支
え
と
な
り
、

共
感
を
呼
ぶ
の
で
し
ょ
う
。

○
「
千
日
の
稽
古
を
鍛
と
し
、
万
日
の
稽

古
を
練
と
す
。
能
能
吟
味
有
る
べ
き
も

の
也
。」（
五
輪
書
か
ら
）

t

○
（
努
々
鍛
錬
怠
る
ま
じ
き
候
）
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加入できる森林は

保険金が出るのは

加 入 期 間 は

日本産原木しいたけ栽培を応援します

品質の信用が第一です

〈本　　部〉鳥取市富安１丁目８４番地　電話　0857－22－6161

〈鳥取駐在〉鳥取市古郡家２１１番地　　電話　0857－51－8132

¡岡山県農林水産部治山課　電話番号 086（224）2111（代表）
086（226）7455（直通）
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岡山県治山林道協会
本所　〒703－8233  岡山市高屋225－１
　　　　　　　　 TEL（086）271－3711
　　　　　　　　 FAX（086）271－3773
支所　〒708－0013  津山市二宮1849－２
　　　　　　　　 TEL（0868）28－9360
　　　　　　　　 FAX（0868）28－9363

社団
法人

緑 豊 か な 自 然 を 守 る
　　　　治山・林道事業の普及啓発、技術援助
　　　　治山・林道の調査、測量、設計
　　　　森林整備の総合計画
　　　　治山・林道に係る用地測量
　　　　公共事業に係る保安林業務

編
　
集
　
岡
山
県
庁
林
政
課
内

発
行
人
　
岡
山
県
林
業
改
良
普
及
協
会

林
声
　
平
成
十
五
年
三
月
一
日
（
三
六
八
号
）


